
 

長崎県公立高校入試徹底分析【英語】 
 
【形式・難易度】 
試験時間 50分 配点 100点 

問題構成 

今年からA問題（実業系）・B問題（進学校）にテスト種別が別れたが、構成は例年通り大問４

題。１リスニング・２対話文読解/英作文・３長文読解（資料）・４長文読解（物語文）。問

題は全体的に平易だが、リスニングに日本語記述が復活した。 

リスニング25点、対話文/英作文20点、長文読解（資料）25点、長文読解（物語文）30点。 
 

 令和７年度(2025)  令和６年度(2024)  令和５年度(2023)  令和４年(2022) 令和3年(2021) 

問題量（A４で） ８ページ分 ８ページ分 ８ページ分 ８ページ分 ８ページ分 

小問数 31問 29問 27問 34問 31問 

論述問題の数 7問 7問 7問 8問 8問 

論述問題配点 36点 35点 34点 33点 35点 

受験者平均点 非公表 非公表 非公表 非公表 非公表 
 
【出題の傾向と対策】 
①　リスニングの日本語記述はあらかじめ問題文に目を通し、集中して聞き取るポイントを絞りましょう。 
　    R7　大問１-３ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 英作文は、条件の指定を必ず確認しましょう。指示内容の書き漏らしは厳禁。　　　　　　　　　　　　     
R7　大問２-３ 

 

 

 

 

 

 



 

③　大問３は英語のリーフレットを見ながら答える形式。設問の難易度は易しいが、リーフレット・設問と

　　もに英語の単語量は多いため、正確さと同時に読む速さも意識する必要があります。　　　　　　　　

　　R7　大問３-３ 

 

 

 

 

 

④　大問４は例年出題形式がほぼ変わっていません。基本的に物語の展開に従って設問も流れていくため、
　　丁寧に順を追って読み解いていきましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　R7　大問４-２ 

 

 

 

【総括】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　近年の長崎県英語科の公立入試問題は、総じて解きやすい問題となっています。ただし、設問も含め英単
語数が多いこと、英作文など自分の考えをまとめて書く必要のある（＝時間がかかる）問題が比較的多いこ
とから、時間配分が攻略のための重要な鍵となります。自学の際はじっくり時間をかけて考えて解くことも
もちろん大切ですが、実践形式の問題を解く際は必ずタイマーを使って設定時間内に解く練習をしてくださ
い。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


